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              令 和 四 年 第 四 回 藤 崎 町 議 会 臨 時 会 会 議 録  

 

一 、 開 会 日 時     令 和 四 年 十 月 二 十 一 日   午 前 九 時 五 十 九 分  

一 、 開 会 場 所     藤 崎 町 議 会 議 場  

一 、 閉 会 日 時     令 和 四 年 十 月 二 十 一 日   午 前 十 時 三 十 七 分  

一 、 出席及び欠席議員の氏名  

別 紙 の と お り  

一 、 職 務 の た め 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員 の 職 氏 名  

事 務 局 長  木  村  宣  文    局  長  補  佐   佐  藤    健  

一 、 地方自治法第百二十一条第一項の規定により説明のため出席した者の職氏名  

町 長  平  田  博  幸   副 町 長  五  十  嵐   晋  

総務課長選管事務局長併任  髙  木  秀  光   財 政 課 長  三  上  孝  之  

福 祉 課 長  葛  西  昭  仁   農 政 課 長  舘  田  康  彦  

建 設 課 長  鳴  海  浩  司   上 下 水 道 課 長  清  野  健  志  

一 、 議 事 日 程  

          別 紙 の と お り  

一 、 会 議 に 付 し た 事 件  
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一 、 会 議 録 署 名 者 指 名  

一 、 会 期 の 決 定 

一 、 諸 般 の 報 告 

一 、 町 長 提 案 理 由 説 明  

一 、 報 告 第  十 八 号  専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 （ 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て ）  

一 、 報 告 第  十 九 号  専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 （ 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て ）  

一 、 議 案 第 五 十 一 号  令 和 四 年 度 藤 崎 町 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 六 回 )案  

一 、 議 事 の 経 過  

別 紙 の と お り  
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     第 一 日   令 和 四 年 十 月 二 十 一 日                開  議  午 前 九 時 五 十 九 分  

 

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  お は よ う ご ざ い ま す 。  

  会 議 に 入 る 前 に 、 議 場 内 の 皆 様 で ス マ ー ト フ ォ ン 、 携 帯 電 話 を お 持 ち の 方 は 電 源 を 切 っ て い た だ く よ う お 願 い 申 し上

げ ま す 。  

  た だ い ま の 出 席 議 員 数 は 十 三 名 で あ り ま す 。 定 足 数 に 達 し て お り ま す の で 、 た だ い ま か ら 、 令 和 四 年 第 四 回 藤 崎 町議

会 臨 時 会 を 開 会 し ま す 。  

  こ れ か ら 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

  日 程 第 一 、 会 議 録 署 名 者 の 指 名 を 行 い ま す 。  

  会 議 規 則 第 百 二 十 二 条 の 規 定 に よ り 、 会 議 録 署 名 者 は 、 四 番 五 十 嵐  忍 議 員 、 五 番 奈 良 完 治 議 員 、 六 番 前 田 信 一 議員

を 指 名 し ま す 。  

  日 程 第 二 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と し ま す 。  

  本 臨 時 会 の 会 期 及 び 会 期 日 程 に つ い て は 、 議 会 運 営 委 員 会 で 審 議 し ま し た の で 、 議 会 運 営 委 員 長 か ら 報 告 を 求 め ま す。  

  議 会 運 営 委 員 長 奈 良 完 治 議 員 。  

     〔 議 会 運 営 委 員 長  奈 良 完 治 君  登 壇 〕  

○ 議 会 運 営 委 員 長 （ 奈 良 完 治 君 ）  

  お は よ う ご ざ い ま す 。  

  た だ い ま か ら 、 議 会 運 営 委 員 会 で 審 議 い た し ま し た 結 果 を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  
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  去 る 十 月 二 十 日 午 前 十 時 か ら 小 会 議 室 に お い て 、 地 方 自 治 法 第 百 九 条 第 三 項 第 一 号 の 所 管 事 務 調 査 の た め 議 会 運 営委

員 会 を 開 催 し 、 令 和 四 年 第 四 回 藤 崎 町 議 会 臨 時 会 の 会 期 及 び 会 期 日 程 に つ い て 、 各 委 員 の 意 見 を 十 分 尊 重 の 上 、 慎 重に

審 議 い た し ま し た と こ ろ 、 会 期 は 本 日 一 日 と し 会 期 日 程 に つ い て は 、 お 手 元 に 配 付 し て お り ま す と お り 、 開 会 、 会 議録

署 名 者 指 名 、 会 期 の 決 定 、 諸 般 の 報 告 、 町 長 提 案 理 由 説 明 、 議 案 審 議 、 採 決 、 閉 会 、 以 上 の よ う に 議 会 運 営 委 員 会 で決

定 い た し ま し た こ と を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  お 諮 り し ま す 。 た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら 報 告 が あ り ま し た と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 本 日 一 日 と し 、 お 手 元 に配

付 し て あ り ま す 日 程 表 の と お り に し た い と 思 い ま す 。 こ れ に ご 異 議 あ り ま せ ん か 。  

     〔 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 会 運 営 委 員 長 の 報 告 の と お り 会 期 は 本 日 一 日 と し 、 お 手 元 に 配 付 し て お り ま す 日程

表 の と お り と 決 定 し ま し た 。  

  日 程 第 三 、 諸 般 の 報 告 を 行 い ま す 。  

  議 案 等 の 受 理 事 項 に つ い て は 、 朗 読 を 省 略 し 、 お 手 元 に 配 付 し て お り ま す 印 刷 物 に よ り ご 了 承 願 い ま す 。  

  こ れ で 諸 般 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  

  日 程 第 四 、 報 告 第 十 八 号 か ら 報 告 第 十 九 号 ま で 及 び 議 案 第 五 十 一 号 を 一 括 上 程 し 、 町 長 か ら 提 案 理 由 の 説 明 を 求 めま

す 。 平 田 博 幸 町 長 。  

     〔 町 長  平 田 博 幸 君  登 壇 〕  

○ 町 長 （ 平 田 博 幸 君 ）  
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  改 め ま し て 、 皆 さ ん お は よ う ご ざ い ま す 。  

  自 然 災 害 は い つ ど こ で あ る か 分 か り ま せ ん け れ ど も 、 今 年 の 八 月 三 日 と 九 日 、 一 週 間 の う ち 二 回 も 線 状 降 水 帯 が 青森

県 上 空 に と ど ま っ て 、 多 く の 地 域 で 自 然 災 害 の 爪 痕 が 残 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 我 が 町 に お い て も 、 白 子 地 区の

果 樹 園 が 、 リ ン ゴ 園 が 、 六 十 八 ヘ ク タ ー ル ぐ ら い 冠 水 し ま し て 、 被 災 受 け ら れ ま し た 皆 様 に は 、 議 会 の 皆 様 、 町 民 の皆

様 と と も に 、 心 か ら お 見 舞 い を 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す 。 町 で は 、 八 月 二 十 三 日 の 臨 時 会 、 満 場 一 致 で 農 薬 救 済 の手

順 が 農 政 課 中 心 に き っ ち り や っ て 、 十 月 十 八 日 に 、 被 災 を 受 け た 皆 様 へ 給 付 と い う よ う な 運 び に な ろ う か と 思 い ま す 。  

  ま た 、 国 で も 、 今 十 月 三 日 か ら 開 会 し ま し て 、 激 甚 災 害 、 あ る い は 災 害 救 助 法 の 適 用 が ほ ぼ 審 議 に な っ て 固 ま る と、

そ う 思 っ て お り ま す 。 第 二 弾 の 救 済 を し っ か り と 対 応 し て い き た い と 、 そ う 思 っ て お り ま す 。  

  本 日 、 こ こ に 令 和 四 年 第 四 回 藤 崎 町 議 会 臨 時 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は ご 多 用 にも

か か わ ら ず ご 出 席 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

  本 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り 上 程 さ れ ま し た 報 告 二 件 、 議 案 一 件 の 概 要 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ 、 ご 審 議 の 参 考 に 供 した

い と 思 い ま す 。  

  報 告 第 十 八 号 専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 の 件 。 本 報 告 は 、 令 和 四 年 専 決 第 十 二 号 の 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て で あ りま

す 。 内 容 に つ き ま し て は 、 令 和 四 年 八 月 五 日 、 下 袋 浄 水 場 跡 地 の 除 草 作 業 中 に 飛 び 石 が 発 生 し 、 隣 接 す る 有 料 老 人 ホー

ム に 駐 車 し て い た 車 両 に 損 害 を 与 え た も の で 、 そ の 修 理 費 用 に つ い て 令 和 四 年 九 月 二 十 日 に 示 談 が 成 立 し 、 賠 償 額 を決

定 し た こ と か ら 報 告 す る も の で あ り ま す 。  

  報 告 第 十 九 号 専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 の 件 。 本 報 告 は 、 令 和 四 年 専 決 第 十 三 号 の 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て で あ りま

す 。 内 容 に つ き ま し て は 、 令 和 四 年 八 月 二 十 六 日 、 町 道 国 道 境 森 線 に お い て 、 通 勤 途 中 の 自 家 用 車 が 大 型 車 と す れ 違う

た め 路 肩 に 運 転 車 両 を 寄 せ た 際 に 、 設 置 し て あ る 視 線 誘 導 標 が 車 道 側 に 傾 い て い た た め 、 車 両 が 接 触 し 、 擦 過 痕 が つい
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た も の で 、 そ の 修 理 費 用 に つ い て 令 和 四 年 十 月 十 二 日 に 示 談 が 成 立 し 、 賠 償 額 を 決 定 し た こ と か ら 報 告 す る も の で あり

ま す 。  

  議 案 第 五 十 一 号 令 和 四 年 度 藤 崎 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 六 回 ） 案 。 今 回 の 補 正 は 、 国 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症及

び 原 油 価 格 、 物 価 高 騰 対 策 予 備 費 等 を 財 源 と し 、 消 費 者 の 暮 ら し や 事 業 の 経 営 に 対 す る 負 担 軽 減 や 支 援 策 な ど を 計 上す

る も の で あ り 、 特 に 家 計 の 影 響 が 大 き い 低 所 得 者 世 帯 に 対 す る 支 援 の た め の 事 業 費 を 追 加 す る も の で あ り ま す 。  

  ま た 、 令 和 四 年 八 月 に 発 生 し た 大 雨 災 害 の 被 災 農 家 に 対 す る 支 援 策 と し て 、 全 国 か ら 寄 せ ら れ た 貴 重 な 寄 附 金 等 を被

災 農 家 に 対 す る 見 舞 金 と し て 支 給 す る た め の 事 業 費 を 追 加 す る も の で 、 歳 入 歳 出 と も に 一 億 五 千 六 百 四 十 五 万 五 千 円を

追 加 し 、 予 算 規 模 は 八 十 一 億 四 千 四 百 六 十 六 万 三 千 円 と な る も の で あ り ま す 。  

  ま ず 、 歳 入 の 補 正 内 容 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

  第 十 四 款 国 庫 支 出 金 の 追 加 は 、 農 業 者 及 び 低 所 得 者 世 帯 に 対 す る 給 付 金 支 給 の た め の 財 源 を 計 上 す る も の で あ り 、第

十 七 款 寄 附 金 及 び 第 二 十 款 諸 収 入 雑 入 の 追 加 は 、 災 害 支 援 と し て の 寄 附 金 や 支 援 金 な ど を 計 上 す る も の で あ り ま す 。  

  次 に 、 歳 出 の 主 な 補 正 内 容 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

  第 三 款 民 生 費 、 電 力 ・ ガ ス ・ 食 料 品 等 価 格 高 騰 緊 急 支 援 給 付 事 業 費 の 追 加 は 、 全 国 一 律 の 物 価 、 賃 金 、 生 活 総 合 対策

と し て 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 等 に 対 し 、 一 世 帯 当 た り 五 万 円 を 支 給 す る た め の 経 費 を 計 上 す る も の で あ り ま す 。  

  ま た 、 第 六 款 農 林 水 産 業 費 農 業 振 興 費 藤 崎 町 農 業 者 支 援 持 続 化 給 付 金 の 追 加 は 、 町 の 基 幹 産 業 で あ る 農 業 の 生 産 性を

維 持 す る た め 、 農 業 資 材 や 肥 料 な ど の 高 騰 に よ り 影 響 を 受 け て い る 農 業 者 に 対 し 、 農 業 所 得 額 に 応 じ て 三 万 円 か ら 十万

円 の 給 付 金 を 支 給 す る た め の 経 費 を 計 上 す る も の で あ り 、 農 業 災 害 対 策 費 農 業 者 災 害 見 舞 金 の 追 加 は 、 全 国 か ら 寄 せら

れ た 貴 重 な 寄 附 金 等 を 大 雨 被 害 の 被 災 農 家 に 対 し 、 一 世 帯 当 た り 二 万 円 の 見 舞 金 と し て 支 給 す る た め の 経 費 を 計 上 する

も の で あ り ま す 。  
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  以 上 、 提 出 議 案 の 概 要 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 議 事 の 進 行 に 伴 い 、 ご 質 問 に 応 じ 、 本 職 を は じ め 関 係 者か

ら 詳 細 に ご 説 明 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。 何 と ぞ ご 慎 重 な る ご 審 議 の 上 、 原 案 の と お り ご 決 定 を 賜 り ま す よ う お 願 い申

し 上 げ ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  日 程 第 五 、 報 告 第 十 八 号 専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 の 件 （ 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て ） を 議 題 と し ま す 。  

  こ れ か ら 質 疑 を 行 い ま す 。 浅 利 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  専 決 の 第 十 二 号 な ん で す け れ ど も 、 浄 水 場 跡 地 の 除 草 中 に 飛 び 石 を 発 生 さ せ た と 。 飛 び 石 は あ り 得 る こ と な ん で すけ

れ ど も 、 そ れ に し て も 車 四 台 に も 行 っ た と い う よ う な 状 態 な の で 、 ど う い う よ う な 作 業 を し て い ら っ し ゃ っ た の か 、今

後 こ の 事 故 か ら 何 か 教 訓 な り そ う い う の が あ る の か ど う か 、 ど う い う 内 容 の 事 故 形 態 で あ っ た の か と い う こ と に つ いて

お 聞 き い た し ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  上 下 水 道 課 長 。  

○ 上 下 水 道 課 長 （ 清 野 健 志 君 ）  

  全 く 私 の 監 督 不 行 き 届 き で あ り ま し て 、 そ の 被 害 を 受 け た 施 設 の 方 々 に は ご 迷 惑 を お か け し た ん で す が 、 ま ず 、 通常

は 私 ど も 除 草 作 業 す る 場 合 は 、 複 数 の 人 数 で や っ て お り ま す 。 使 用 す る 機 械 も 刈 払 い 機 で や っ て い る ん で す が 、 当 日 は、

そ の 職 員 の 日 程 調 整 が ま ま な ら ず 、 一 人 で 除 草 作 業 を い た し ま し た 。 本 人 は 勤 務 時 間 の 関 係 も あ り ま し て 、 四 時 十 五分

に 退 所 す る も の で す か ら 、 と に か く そ の 時 間 内 に 終 え た い と い う こ と で 、 手 押 し 式 の 草 刈 り 機 を 持 っ て き ま し て 、 それ

で 、 当 然 本 人 の 簡 便 も あ っ た ん で す が 、 そ こ で 急 い で や っ た 状 況 で あ り ま す 。 そ の 下 袋 の 浄 水 場 跡 地 の と こ ろ を 挟 んで
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向 か い 側 に ふ じ の 郷 と い う 有 料 老 人 ホ ー ム が あ り ま す が 、 そ こ の 駐 車 場 に 駐 車 し て い た 施 設 の 車 両 一 台 と 、 従 業 員 、職

員 の 方 々 の 車 両 三 台 に 被 害 を 及 ぼ し た と い う こ と で あ り ま す 。  

  教 訓 と い た し ま し て は 、 事 前 に 日 程 を 職 員 に ア ナ ウ ン ス 、 お 知 ら せ し て 、 必 ず 複 数 人 数 で や る よ う に 、 そ れ か ら 、使

用 す る 機 械 は 当 然 刈 払 い 機 で 、 そ う い う 手 押 し 式 な ど と い う 能 力 が 高 い も の で は な く て 、 多 少 能 力 は 劣 る で し ょ う が刈

払 い 機 で や る よ う に と い う こ と で 周 知 し た も の で あ り ま す 。  

  以 上 で す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 （ 「 な し 」 の 声 あ り ） こ れ で 質 疑 を 終 結 し ま す 。  

  以 上 で 報 告 第 十 八 号 を 終 わ り ま す 。  

  日 程 第 六 、 報 告 十 九 号 専 決 処 分 し た 事 項 の 報 告 の 件 （ 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て ） を 議 題 と し ま す 。  

  こ れ か ら 質 疑 を 行 い ま す 。 奈 良 完 治 議 員 。  

○ 五 番 （ 奈 良 完 治 君 ）  

  少 々 確 認 の 意 味 で 聞 か せ て い た だ き ま す 。  

  こ れ を 見 る と 、 道 路 の ほ う に 傾 い て 乗 用 車 が そ れ を こ す っ た 感 じ と い う ふ う に 書 い て い る よ う に 思 う ん で す け れ ど も、

そ れ で 間 違 い な い ん で し ょ う か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  建 設 課 長 。  

○ 建 設 課 長 （ 鳴 海 浩 司 君 ）  

  お 答 え い た し ま す 。  
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  今 議 員 が お っ し ゃ っ た と お り 、 視 線 誘 導 灯 が 車 道 側 に 垂 直 方 向 に 約 二 十 セ ン チ 程 度 傾 い て お り ま し て 、 そ ち ら に 乗用

車 の 左 側 が こ す っ て い っ た と い う 形 に な っ て お り ま す 。  

  以 上 で あ り ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  奈 良 完 治 議 員 。  

○ 五 番 （ 奈 良 完 治 君 ）  

  と い う こ と は 、 過 失 責 任 の 中 で は 五 十 ％ ぐ ら い 、 つ ま り 、 運 転 者 の 方 の 責 任 も 五 十 ％ ぐ ら い あ っ た わ け で す か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  建 設 課 長 。  

○ 建 設 課 長 （ 鳴 海 浩 司 君 ）  

  お 答 え い た し ま す 。  

  こ ち ら の ほ う の 損 害 賠 償 金 に つ き ま し て は 、 町 で 加 入 し て お り ま す 総 合 賠 償 保 険 の ほ う に 問 い 合 わ せ い た し ま し て、

そ ち ら の 判 断 で 半 分 は 相 手 方 の ほ う に も 過 失 が あ る と い う こ と で 、 五 十 ％ の 補 償 金 に な る と い う こ と で 、 そ ち ら の ほう

を も ち ま し て 町 の ほ う で 本 人 と 示 談 交 渉 を し て 決 め た と い う こ と と な っ て お り ま す 。  

  以 上 で す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 奈 良 完 治 議 員 。  

○ 五 番 （ 奈 良 完 治 君 ）  

  例 え ば 、 国 道 で も 県 道 で も 、 除 雪 と か 事 故 の 関 係 の 中 で 、 ガ ー ド レ ー ル が め く れ て い る と か 、 道 路 の ほ う に 入 っ てき
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て い る 、 そ う い う 場 合 も あ る ん で す 。 例 え ば 標 識 で も 一 緒 で す 。 そ う す れ ば 、 例 え ば す れ 違 い の 際 に 、 国 道 で そ れ にぶ

つ か っ て こ す っ た 場 合 、 こ れ は 国 の ほ う と か に 当 然 請 求 で き る 、 県 の ほ う に も 請 求 で き る と い う ふ う に 、 こ れ は そ れこ

そ 一 般 の 人 た ち の 考 え で す よ 。 町 で そ う い う ふ う に 対 応 す る ん で あ れ ば 、 当 然 町 道 、 そ れ は 町 の も の で す の で 、 そ うい

う ふ う な 責 任 と か が 発 生 し ま す よ ね 。 国 、 県 も そ う す れ ば 、 同 じ よ う な 考 え で 私 た ち は 生 活 し て よ ろ し い ん で し ょ う か。

ご 意 見 と し て 伺 い た い と 思 い ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  建 設 課 長 。  

○ 建 設 課 長 （ 鳴 海 浩 司 君 ）  

  道 路 は そ れ ぞ れ の 道 路 管 理 者 の 管 理 と い う こ と で 行 っ て お り ま す 。 国 道 、 県 道 に 関 し て も そ の よ う な 請 求 は す る こと

は で き る か な と は 思 う ん で す け れ ど も 、 あ く ま で も そ の 状 況 、 今 回 は 日 中 で 見 晴 ら し も よ く 天 気 も い い と い う こ と でこ

う い う よ う な 補 償 に な っ た か と 思 う ん で す が 、 こ れ が 例 え ば 雪 が 吹 い て い る と か 、 自 然 現 象 で そ う だ と か 、 夜 間 で ある

と か と い う 場 合 に な れ ば 、 ま た 補 償 の 割 合 等 出 な い 場 合 も 、 さ ら に 多 く な る 場 合 も あ る か と 思 い ま す の で 、 そ の 都 度都

度 、 そ の 道 路 管 理 者 に 問 い 合 わ せ て み る こ と は 可 能 か と 思 い ま す 。  

  以 上 で あ り ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 相 馬 勝 治 議 員 。  

○ 十 番 （ 相 馬 勝 治 君 ）  

  説 明 は 大 分 分 か っ た ん で す け れ ど も 、 今 の こ の 視 線 誘 導 標 、 建 設 課 長 は 今 二 十 セ ン チ ぐ ら い 車 道 に 傾 い て い た と 。要

は 、 こ れ か ら 、 誘 導 標 を 修 理 と 言 え ば お か し い ん で す け れ ど も 、 元 に 戻 す の か 、 ま だ 現 状 で い る の か 、 そ の 辺 の 今 の状
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態 は ど う な ん で す か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  建 設 課 長 。  

○ 建 設 課 長 （ 鳴 海 浩 司 君 ）  

  事 故 の 発 生 後 、 そ の 視 線 誘 導 標 の と こ ろ に は 、 一 時 期 三 角 コ ー ン と バ リ ケ ー ド で 二 次 災 害 起 き な い よ う に と い う 形に

し て お り ま し た 。 そ の 後 、 今 回 の 視 線 誘 導 標 は 金 属 製 の も の で あ り 、 通 常 で あ れ ば プ ラ ス チ ッ ク と か そ う い う も の なん

で す け れ ど も 、 金 属 製 の も の で 曲 が っ て い る と い う こ と で 、 町 の 職 員 が 行 っ て 、 ち ょ っ と 人 力 で 元 通 り に 戻 し 、 ま た真

っ す ぐ に し て い る と い う 状 態 で 、 今 は 元 通 り に な っ て い る と い う 形 に な っ て お り ま す 。  

  以 上 で あ り ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 浅 利 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  そ の 視 線 誘 導 標 と い い ま す か 、 そ う い う た ぐ い の そ こ の 事 故 現 場 の 誘 導 線 、 標 識 だ け じ ゃ な く て 、 違 う と こ ろ も 確認

す る 必 要 が あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う に な さ っ て い る の か と い う こ と は ど う で し ょ う か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  建 設 課 長 。  

○ 建 設 課 長 （ 鳴 海 浩 司 君 ）  

  お 答 え い た し ま す 。  

  今 回 、 こ う い う 事 故 が 起 き て し ま っ た と い う こ と で 、 普 段 か ら 町 道 の パ ト ロ ー ル 等 は 行 っ て い る ん で す が 、 主 に 、道



 - 10 - 

路 の 状 態 、 穴 と か と い う と こ ろ を 気 を つ け て 重 点 的 に パ ト ロ ー ル し て い た ん で す が 、 今 回 、 こ う い う こ と が あ っ た の で、

職 員 に 対 し て は 、 視 線 誘 導 灯 、 ま た は ガ ー ド レ ー ル 等 も き ち ん と 見 る よ う な パ ト ロ ー ル し て く だ さ い と い う こ と で 指示

は し て お り ま す 。  

  以 上 で あ り ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 相 馬 議 員 。  

○ 十 番 （ 相 馬 勝 治 君 ）  

  関 連 す る か し な い か ち ょ っ と 分 か ら な い で す け れ ど も 、 ち ょ っ と 意 見 と し て 要 望 し た い ん で す け れ ど も 、 こ れ か ら除

排 雪 の 準 備 と か 様 々 な ポ ー ル を 立 て た り す る わ け で す が 、 当 然 道 路 の 脇 に ポ ー ル 立 て た り 、 く い 打 っ て ポ ー ル 立 て たり

す る ん で す け れ ど も 、 こ れ と は ち ょ っ と 関 係 な い か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 結 局 冬 場 、 ポ ー ル 、 随 分 車 道 側 に 来 た りす

る 場 合 も あ る ん で す よ 。 そ の 辺 の と こ ろ を 含 め て 、 こ の 誘 導 標 で は な い ん で す け れ ど も 、 そ う い う 箇 所 が 結 構 町 内 に見

受 け ら れ ま す の で 、 そ の 辺 の と こ ろ を 建 設 課 で も 誘 導 標 に 関 し て は こ れ か ら も 十 分 気 を つ け て 、 各 業 者 に 周 知 し て もら

い た い と 思 っ て お り ま す 。  

  付 け 加 え て 、 く い 打 っ た 後 の 撤 去 で す よ ね 。 当 然 、 農 家 の 人 た ち が 春 に な れ ば 草 を 刈 る ん で す け れ ど も 、 く い を その

ま ま 放 置 し て い る と い う 業 者 も あ り ま す 。 そ の 辺 の と こ ろ 、 視 線 誘 導 標 で は な い ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の と こ ろ も含

め て 、 こ れ か ら 業 者 及 び 担 当 課 に お か れ ま し て は 、 十 分 そ の 辺 の と こ ろ を 留 意 し て や っ て も ら い た い と 思 っ て お り ま す。

と に か く 、 草 刈 り 機 に 木 を 放 置 さ れ ま す と 、 草 刈 り 機 で バ ン っ て 跳 ね 返 る 人 も お り ま し た 。 私 も 含 め て 、 そ の 辺 の 配慮

を こ れ か ら ひ と つ お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  
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  答 弁 を 求 め ま す か 。 （ 「 要 り ま せ ん 」 の 声 あ り ） は い 。  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 （ 「 な し 」 の 声 あ り ） こ れ で 質 疑 を 終 結 し ま す 。  

  以 上 で 報 告 第 十 九 号 を 終 わ り ま す 。  

  日 程 第 七 、 議 案 第 五 十 一 号 令 和 四 年 度 藤 崎 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 六 回 ） 案 を 議 題 と し ま す 。  

  こ れ か ら 質 疑 を 行 い ま す 。 浅 利 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  災 害 、 大 雨 被 災 の 被 災 農 家 に 対 し て 、 一 世 帯 当 た り 二 万 円 の 見 舞 金 を 支 給 す る と い う よ う な こ と に つ い て で す け れど

も 、 こ れ は 、 何 か 副 町 長 に お 聞 き し た と き に は 、 今 ま で 被 害 申 請 と い う か 、 そ う い う よ う な 言 い 方 を し て い ら っ し ゃっ

た ん で す け れ ど も 、 言 っ て い た よ う に 記 憶 を し て お る ん で す け れ ど も 、 被 害 届 と い う か 、 相 談 と い う か 、 そ う い う のに

改 め て 、 あ の と き 行 か な か っ た け れ ど も 届 け 出 る じ ゃ と か と い う 、 そ う い う 追 加 的 な 届 出 と い う か 、 そ う い う の も 必要

な の か な と 思 っ て お り ま す ん で す け れ ど も 、 見 舞 金 の 支 給 対 象 と い う の を ど う い う ふ う に 絞 り 込 ん で い く の か と い うこ

と に つ い て は ど う で し ょ う 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  農 政 課 長 。  

○ 農 政 課 長 農 委 事 務 局 長 併 任 （ 舘 田 康 彦 君 ）  

  お 答 え い た し ま す 。  

  八 月 八 日 、 九 日 で 行 わ れ た 被 害 状 況 報 告 と い う か 、 相 談 に 来 た 方 、 約 六 十 四 名 の 方 に つ き ま し て 見 舞 金 の ほ う を 交付

す る こ と 、 支 払 う こ と と し て お り ま す 。  

  以 上 で す 。  
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○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  浅 利 直 志 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  で す か ら 、 見 舞 金 で す ん で 、 結 局 も う ち ょ っ と 幅 広 く 、 そ こ に 相 談 に 行 か な か っ た 人 は 対 象 外 だ と か と い う よ う なこ

と で 線 引 き し て い い の か と い う こ と な ん で す よ 。 そ れ は ち ょ っ と 何 か 聞 け ば 手 続 、 写 真 も 必 要 だ と か 、 作 業 日 報 も 必要

だ と か 面 倒 く さ い の で 、 わ ん つ か な と こ ろ さ は 行 か ね じ ゃ と い う 、 相 談 に 伺 わ な い 人 も あ る や に 私 は 聞 い て い る ん です

け れ ど も 、 六 十 四 名 に 見 舞 金 支 給 、 限 定 し て い い も の な の か な と い う 思 い が あ る ん で す け れ ど も 、 町 長 に お 聞 き し ます

け れ ど も 、 ど う い う 、 見 舞 金 で す か ら 幅 広 に 対 応 す べ き も の じ ゃ な い の か な と い う ふ う に 思 っ て い る ん で す け れ ど も、

ど う い う お 考 え で し ょ う か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  平 田 町 長 。  

○ 町 長 （ 平 田 博 幸 君 ）  

  基 本 的 に は 八 月 三 日 と 九 日 と 二 回 に わ た っ て の 線 状 降 水 帯 で 、 岩 木 川 、 そ し て ま た 平 川 の 合 流 地 点 の 白 子 地 区 の 果樹

園 、 あ る い は ま た 、 平 地 で ト マ ト ハ ウ ス を や っ て い る 農 家 の 方 、 あ る い は 水 稲 、 あ る い は 大 豆 を 営 農 し て い る 農 家 の皆

さ ん 、 ピ ン ポ イ ン ト で 文 書 は 、 町 で 把 握 し て い る 農 家 の 皆 さ ん に は ピ ン ポ イ ン ト で 郵 送 し て 受 付 し ま す よ と い う こ とで

九 月 の 上 旬 三 日 間 に わ た っ て 受 け た わ け で す ね 。 そ の ほ か 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や ら 、 あ る い は 町 の 広 報 と か で も 広 く 周知

し た と こ ろ で も ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 今 後 私 の と こ ろ も い っ た と い う よ う な 農 家 の 町 民 が あ り ま し た ら 、 こ れ は 、門

戸 を 広 げ て 相 談 に は 乗 っ て い き た い と 思 い ま す け れ ど も 、 担 当 課 の ほ う で は 周 到 な 準 備 を し て や っ て き た と 私 は 解 釈し

て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  
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○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 奈 良 岡 文 英 議 員 。  

○ 七 番 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）  

  今 回 、 農 業 災 害 対 策 の 見 舞 金 と し て 予 算 計 上 し て お り ま す け れ ど も 、 こ の ほ か に 、 今 後 農 業 を 続 け て い く た め に 再生

産 を す る た め に ど の よ う な 支 援 を こ れ 以 外 に 考 え て い る か 伺 い ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  農 政 課 長 。  

○ 農 政 課 長 農 委 事 務 局 長 併 任 （ 舘 田 康 彦 君 ）  

  先 日 、 八 月 十 九 日 に 国 の 災 害 に つ い て の 説 明 会 が あ り ま し て 、 国 の ほ う で は 、 樹 勢 回 復 に 向 け た 労 務 費 の 支 援 、 これ

に つ き ま し て は 十 ア ー ル 当 た り 七 万 一 千 円 、 あ と 、 堆 積 土 砂 の 影 響 に よ っ て 、 そ の 影 響 防 止 の た め に 行 っ た 労 務 費 とし

て 十 ア ー ル 当 た り 二 万 三 千 円 、 そ の ほ か に 改 植 事 業 に つ き ま し て 、 そ れ ぞ れ 単 価 あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 取 組 が これ

か ら 行 わ れ ま す 。 県 に お か れ ま し て は 、 代 替 地 に 関 わ る 調 査 も あ り ま し て 、 町 の ほ う で は 、 そ の 状 況 を 見 極 め な が ら、

簡 単 に 申 し 上 げ れ ば 、 資 材 購 入 費 の 援 助 と か と い う の は 検 討 し て ま い り た い と 思 っ て お り ま す 。  

  以 上 で す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 浅 利 直 志 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  電 力 ・ ガ ス ・ 食 料 品 等 価 格 高 騰 対 策 と し て 、 約 一 億 円 で す か 。 五 万 円 だ と し ま す と 、 二 千 世 帯 ぐ ら い な の か な と いう

ふ う に 思 う ん で す け れ ど も 、 そ れ は そ れ で 、 全 国 的 な 国 の 、 あ る 種 制 度 実 施 の 目 安 と い う ふ う に も 考 え ら れ る ん で すけ
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れ ど も 、 こ の 間 話 を 聞 き ま す と 、 生 活 と し て は そ れ に 近 い 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 と 近 い よ う な 、 そ う い う 世 帯 も あ る わけ

で す ね 。 実 際 。 そ の 世 帯 の 人 は 、 む っ た ど 同 じ 人 ば か り 助 成 の 対 象 に な っ て い る ん で す が 、 私 だ っ て へ づ な い ん だ よと

い う ふ う な 声 も 聞 く ん で す 。 私 的 に は 、 や っ ぱ り 所 得 の 高 い 人 と い う か 、 こ こ で 高 い と 言 え ば 一 千 万 円 超 え る ぐ ら いな

ん で す よ 、 億 と い う 人 は な い で し ょ う か ら 、 所 得 水 準 で 。 い ず れ に し て も 、 も っ と は っ き り 全 員 が 苦 し ん で い る わ けで

す か ら 、 今 。 で す か ら 、 は っ き り 申 し ま す と 、 田 舎 館 で や っ て い る よ う な 、 水 道 料 金 の 基 本 料 金 を 半 年 間 免 除 す る と か、

あ る い は 、 ま た 基 本 料 金 ま で 行 か な い ん な ら メ ー タ ー 使 用 料 ぐ ら い 半 年 ぐ ら い た だ に す る と か 、 そ う い う 思 い 切 っ たこ

と も や っ て い い ん じ ゃ な い か 、 や る べ き な ん で は な い の か な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 阿 部 議 員 も そ う い う 趣 旨 の発

言 を し た と い う ふ う に 私 は 記 憶 し て お る ん で す け れ ど も 。 こ の 五 万 円 の 電 気 や 食 料 品 等 の 価 格 高 騰 対 策 、 そ れ 自 体 を否

定 す る も の じ ゃ な い ん で す け れ ど も 、 さ ら に 恩 恵 を 広 げ る と い う 、 そ う い う 検 討 は な さ っ た も の な ん で し ょ う か 。 ま た、

今 後 検 討 す る 余 地 が あ る の で し ょ う か 。 こ れ は 経 営 戦 略 に 聞 い て も 何 な の で 、 最 も 町 の ト ッ プ で あ り ま す 町 長 に お 聞き

い た し ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  平 田 博 幸 町 長 。  

○ 町 長 （ 平 田 博 幸 君 ）  

  ま ず 、 今 回 の 臨 時 会 に 計 上 さ れ て い る 、 た だ い ま ご 指 摘 の 電 力 ・ ガ ス 、 食 料 品 等 価 格 高 騰 緊 急 支 援 給 付 金 、 こ れ は、

全 国 的 に 国 が 低 所 得 者 が 光 熱 費 と か 燃 料 と か 、 様 々 な 食 べ 物 の 物 価 も 上 が っ て き て い ま す よ ね 、 九 月 、 十 月 か ら 、 そう

い う こ と で 、 所 得 が 低 い 者 に 対 応 す る と い う こ と で 、 国 が 決 め た も の で あ り ま す 。 た だ 、 言 わ ん と す る と こ ろ は 私 十分

理 解 で き る ん で す よ 。 た だ 、 国 か ら 来 た お 金 を そ の ま ま 事 務 的 な 手 続 は 町 で や っ て 渡 す と い う と こ ろ で 、 本 当 に 残 念で

ご ざ い ま す け れ ど も 、 町 で も 財 源 が あ れ ば も う ち ょ っ と 二 千 所 帯 か ら 三 千 所 帯 に 増 や し て や っ て い く と い う の は 、 私は
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考 え 方 は 中 に は あ り ま す 。 た だ 、 町 の 財 源 と い う の は 、 皆 さ ん も ご 存 じ の と お り 、 今 現 状 を 有 効 活 用 し な が ら 、 活 発に

し な が ら 、 将 来 を 見 据 え た 財 政 運 営 を す る の も 、 こ れ は 我 々 の 責 務 で も ご ざ い ま す の で 、 ご 理 解 し て い た だ き た い と、

そ う 思 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

  先 ほ ど 奈 良 岡 議 員 か ら も 農 業 支 援 の こ と に つ い て も 、 今 一 回 限 り か と い う よ う な お 話 も あ り ま し た 。 国 で 、 今 国 会が

い ろ い ろ な 意 味 で 審 議 さ れ て い ま す 。 た だ 、 過 去 の こ と を が ん が ん 、 が ん が ん と い う こ と で は な く 、 将 来 の 国 が ど うあ

る べ き か と い う 議 論 を 国 会 で は や っ て い た だ い て 、 本 当 に 国 民 の た め の 議 論 を 展 開 し て い た だ い て 、 そ れ が 予 算 化 して

四 十 七 都 道 府 県 、 あ る い は 国 民 の た め に 対 応 で き る よ う な 国 策 を 示 し て い た だ き た い と い う よ う な 要 望 も 私 は し て いき

た い と 、 そ う 思 っ て お り ま す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  浅 利 議 員 。  

○ 十 三 番 （ 浅 利 直 志 君 ）  

  町 長 の 考 え も 今 お 聞 き し た と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 非 課 税 世 帯 だ け じ ゃ な く て 、 そ の 周 辺 の 所 得 水 準 に あ る 方 も同

じ よ う に 我 慢 し て い る わ け で あ り ま す の で 。 た だ 、 い ず れ に し て も 、 日 本 が こ の 二 十 五 年 な ら 二 十 五 年 、 四 半 世 紀 にわ

た っ て 給 料 が 上 が ら な い 、 そ し て 、 現 在 に 至 っ て は 円 安 と い う こ と で 、 貿 易 も 黒 字 ど こ ろ か 赤 字 に な っ て い る 、 そ うい

う よ う な 国 の 姿 そ の も の を 思 い 切 っ て 変 え な い こ と に は 、 カ ン フ ル 剤 だ け で は だ め な ん だ と い う よ う な こ と が い よ いよ

は っ き り し た ん で は な い の か な と 思 っ て お り ま す 。 輸 出 で あ れ ば 、 自 動 車 産 業 一 本 足 打 法 で は 国 の 私 た ち の 所 得 を 上げ

る と い う こ と も で き な い と い う 状 態 で も あ り ま す の で 、 私 が お 聞 き し た い の は 、 こ の 五 万 円 の 低 所 得 者 に 対 す る 支 援、

こ れ は も ち ろ ん 必 要 で あ り ま す け れ ど も 、 例 え ば 、 私 の 記 憶 で 単 身 世 帯 で あ れ ば 所 得 水 準 四 十 五 万 円 、 働 い て い る 人で

あ れ ば 百 万 円 以 下 と か 、 そ う い う あ る 種 の 目 安 が あ る ん で す け れ ど も 、 こ の 所 得 、 早 い 話 が 非 課 税 世 帯 が 千 八 百 世 帯だ
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と し ま す と 、 千 八 百 世 帯 あ る ん だ と い う ふ う に し ま す と 、 こ れ を 二 倍 な ら 二 倍 の 範 囲 に 引 き 上 げ る と い う ふ う に な れ ば、

藤 崎 町 の 場 合 は ど れ ぐ ら い の 人 が 対 象 に な る の か と い う ふ う な こ と に つ い て は ど う い う 現 状 な ん で し ょ う か 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  福 祉 課 長 。  

○ 福 祉 課 長 （ 葛 西 昭 仁 君 ）  

  お 答 え い た し ま す 。  

  実 績 と し ま し て 、 過 去 の 十 万 円 の 非 課 税 世 帯 へ の 支 給 の 実 績 が 、 議 員 お っ し ゃ っ た と お り 約 千 八 百 件 ご ざ い ま し た。

こ れ を 倍 に す る と 、 三 千 六 百 件 程 度 に す る の で あ れ ば 、 現 在 町 の 概 算 の 概 算 に な り ま す が 、 町 で は 六 千 世 帯 で す の で、

そ の 程 度 の 割 合 、 半 分 超 の 世 帯 に 対 し て 支 給 さ れ る と い う 計 算 に は な り ま す 。  

  以 上 で す 。  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。 （ 「 な し 」 の 声 あ り ） こ れ で 質 疑 を 終 結 し ま す 。  

  こ れ か ら 討 論 を 行 い ま す 。 （ 「 な し 」 の 声 あ り ） 討 論 な し と 認 め ま す 。  

  こ れ か ら 議 案 第 五 十 一 号 を 採 決 し ま す 。 議 案 第 五 十 一 号 は 、 原 案 の と お り 決 す る こ と に ご 異 議 あ り ま せ ん か 。  

     〔 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 小 野  稔 君 ）  

  異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 五 十 一 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

  こ れ を も っ て 本 臨 時 会 の 会 議 に 付 議 さ れ た 事 件 の 審 議 は 全 て 終 了 し ま し た 。  

  こ れ に て 本 日 の 会 議 を 閉 じ ま す 。  
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  よ っ て 、 令 和 四 年 第 四 回 藤 崎 町 議 会 臨 時 会 を 閉 会 し ま す 。  

  ご 苦 労 さ ま で し た 。  

     閉  会  午 前 十 時 三 十 七 分  
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地 方 自 治 法 第 百 二 十 三 条 の 規 定 に よ り 、 こ こ に 署 名 す る 。  
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